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令和6 年 12 月 10 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

（別添資料1）

事業所名 デイサービスありがた家 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
一人一人の個性を大切にして、子ども達が地域の中で自分らしくのびのびと生きられるよう、応援します。

人とのかかわりの中で成長してゆくことを、子ども達もご家族も楽しむことができ、社会性を自然に身に着けられることを目指します。

支援方針
様々な年代や障害の方々とかかわることのできる環境を生かし、子どもたちの思いやる気持ちや柔軟な心を育成します。

本人の自主性や主体性を大切にし、自信を持って生きられるよう寄り添います。

営業時間 送迎実施の有無

支�援�内�容

本
人
支
援

来所時には検温や体調確認を行い健康状態を把握します。体調不良時にはご家族に連絡します。来所持や排泄後の手洗いや、マスクの着用等、ご本人や周囲の状況に合わせて清潔の保持や感染予防を勧めます。靴を揃える・上着

をかける・自分の荷物を片付ける・着替える（身だしなみを整える）・遊びの後は片付けるなど基本的生活スキルを獲得します。

好き嫌いがあっても工夫したり励ますなどで、楽しみながら確実に栄養や水分が摂取でき、健康に生活できるよう支援します。

ボール遊びや卓球・ボーリング・かくれんぼや散歩・創作活動（ラキューやドミノ等）など、その日にご本人がやりたい活動にできる限り対応し、年齢や成長・本人の自主性に合わせて楽しみながら身体能力が向上するよう支援します。バ

ランスボールやトランポリンでの遊びや音楽に合わせて身体を動かすことで五感を刺激し、成長を応援します。

散歩や外出・季節の行事により、季節の変化を感じる事ができるよう五感を刺激し、認知能力が発達するよう支援を行います。

お迎えの時間に合わせて片付ける・昼食時にｽﾑｰｽﾞに食べ始められるなど時間に合わせた行動ができるよう、一緒に時計を見ながら気持ちの切替を手伝ったり調節します。

危険なことや人の嫌がることは、事前に予防したりキッパリと断り、気持ちを切り替えて落ち着いてもらう・個室で対応する・個別にじっくり話し合うなどで、自己理解と行動の調整を行います。お友達や周りの人の気持ちが考えられるよ

うに、一緒に考える機会を持ちます。

毎月のお誕生日カードの記載やお友達へのお手紙等で字を書く機会を持ち、読み書き能力の向上を図ります。

個々の児童の発達に合わせ、言葉や指差し・身振り手振り等で、誰とでも意思の疎通ができるよう、個別に対応したり他者との間に入るなど工夫して対応します。

様々な年代の様々な人との相互作用により、コミュニケーション能力の向上を支援します。

幅広い年代の様々な人と交流したりゲーム等に参加することで、柔軟な心や思いやる気持ちが育ち、社会性をはぐくむことができます。

公の場に合わない行動や、人とのかかわりでその場に合わない行動があった場合、また予定変更等で気持ちをうまく切り替えられないとき等には、一緒に振り返る時間を持つなど個別に対応し、自分で考えながら行動できるように自

己理解とｺﾝﾄﾛｰﾙのための支援を行います。

主な行事等
お花見・七夕飾り・ハロウイン・クリスマス会・年賀状作り・ひな祭り・防災訓練（年2回）

お誕生会（カード作りとお祝い会）

家族支援
送迎時などにご家族に状況をお聞きし必要に応じて困りごとの相談に乗ります。ありがた家でのご

様子を、ほかの人とのかかわりの中でできたことや自信につながること等もお伝えします。
移行支援

必要に応じて学校や児童発達支援ｾﾝﾀｰ・他事業所等と連携し情報交換を行います。

障害の有無にかかわらず様々な年齢の人との交流の場を持ちます。

地域支援・地域連携
散歩やありがたやの行事（避難訓練等）の際に近隣住民と交流します。

地域ボランティアや学生ボランティアを積極的に受け入れることで、交流の場をひろげます。
職員の質の向上

富山型デイサービスの職員研修等の外部研修へ参加し、職員会議にて研修内容を全職員

へ周知します。月1回の職員会議でｹｰｽｶﾝﾌｧﾚﾝｽを行います。状況に変化があった場合等に

は、随時、話合いを行います。


